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フ
ィ
リ
ピ
ン
の
古
都
ビ
ガ
ン
観
光
開
発

　
東
南
ア
ジ
ア
に
あ
っ
て
美
し
い
観
光
資
源
に
恵
ま
れ

た
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
こ
れ
ま
で
観
光
振
興
を
し
て
き
た
。

し
か
し
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
数
は
、

他
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
比
較
し
多
い
と
は
い
え
な

い
。
二
〇
〇
三
年
時
点
で
年
間
一
九
〇
万
人
と
、
マ

レ
ー
シ
ア
一
〇
五
七
万
人
、
タ
イ
一
〇
〇
八
万
人
の
約

五
分
の
一
に
過
ぎ
な
い
。
内
外
観
光
客
の
飛
躍
的
増
大

が
急
が
れ
て
い
る
。
本
稿
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
観

光
開
発
の
新
潮
流
で
あ
る
文
化
遺
産
と
観
光
を
考
え
る
。

二
〇
一
〇
年
外
国
人
観
光
客
五
〇
〇
万
人
に

　
ア
ロ
ヨ
政
権
は
観
光
開
発
の
重
要
性
を
認
識
し
「
中

期
開
発
計
画
（
二
〇
〇
四
―
二
〇
一
〇
年
）
」
の
観
光

部
門
に
お
い
て
目
的
地
別
の
戦
略
を
立
て
、
こ
の
た
め

八
地
区
を
指
定
し
た
。
こ
の
八
地
区
は
三
グ
ル
ー
プ
に

ま
と
め
ら
れ
た
。
①
「
主
要
目
的
地
」
と
し
て
は
、
セ

ブ
、
ボ
ホ
ー
ル
、
マ
ニ
ラ
と
い
っ
た
定
番
観
光
地
の
イ

ン
フ
ラ
改
善
で
あ
る
。
次
に
②
「
特
別
重
要
目
的
地
」

と
し
て
は
外
国
人
誘
致
の
ボ
ラ
カ
イ
、
バ
ギ
オ
、
バ
ナ

ウ
エ
に
対
す
る
ア
ク
セ
ス
改
善
が
あ
る
。
最
後
は③

「
副
次
目
的
地
」
で
旅
行
客
の
増
強
を
狙
っ
た
ビ
ガ

ン
・
ラ
オ
ア
グ
地
区
が
登
場
す
る
。
こ
れ
を
受
け
観
光

省
が
作
成
の
「
中
期
観
光
開
発
計
画
（
二
〇
〇
四
―
二

〇
一
〇
年
）
」
で
は
、
計
画
最
終
年
に
外
国
人
観
光
客

数
五
〇
〇
万
人
、
観
光
収
入
額
四
八
・
六
億
ド
ル
、
同

雇
用
数
六
一
〇
万
人
を
掲
げ
て
い
る
。
政
府
に
よ
る
観

光
促
進
に
向
け
た
意
気
込
み
が
う
か
が
え
る
。

　
外
国
人
観
光
客
の
目
的
地
を
み
る
と
、
二
〇
〇
五
年

に
第
一
位
の
旅
行
先
は
リ
ゾ
ー
ト
地
で
有
名
な
セ
ブ
の

あ
る
中
部
ビ
サ
ヤ
地
方
で
全
外
国
人
観
光
客
数
の
三

二
・
一
％
を
占
め
る
。
第
二
位
は
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ

ン
グ
で
知
ら
れ
た
パ
ラ
ワ
ン
島
を
含
む
南
部
タ
ガ
ロ
グ

地
方
で
二
一
・
二
％
、
第
三
位
は
欧
米
か
ら
の
旅
行
者

に
人
気
の
高
い
ボ
ラ
カ
イ
の
あ
る
西
部
ビ
サ
ヤ
地
方
の

一
五
・
四
％
で
あ
る
。
こ
の
三
地
方
だ
け
で
六
八
・
六

％
に
達
す
る
。
そ
し
て
、
外
国
人
観
光
客
が
セ
ブ
、
パ

ラ
ワ
ン
、
ボ
ラ
カ
イ
の
海
浜
リ
ゾ
ー
ト
に
集
中
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
全
地
方
の
国
別
外
国
人
数

で
は
、
ア
メ
リ
カ
が
二
一
・
二
、
韓
国
一
九
・
六
％
、

日
本
一
六
・
六
％
で
、
こ
の
三
国
で
五
七
・
四
％
に
達

す
る
。

　
台
湾
人
に
人
気
の
イ
ロ
コ
ス
地
方
観
光

　
本
稿
は
ル
ソ
ン
島
北
部
の
ビ
ガ
ン
市
を
中
心
と
す
る

イ
ロ
コ
ス
地
方
の
観
光
開
発
に
焦
点
を
置
く
も
の
で
あ

る
。
こ
こ
に
焦
点
を
絞
っ
た
の
は
、
第
一
に
、
筆
者
は

同
地
で
農
村
調
査
を
継
続
し
て
き
た
が
、
農
業
に
加
え

観
光
開
発
を
地
域
開
発
の
起
動
力
と
す
る
必
要
性
を
痛

感
し
た
こ
と
、
第
二
に
、
同
地
方
に
は
教
会
な
ど
歴
史

的
建
築
物
、
記
念
碑
が
保
存
さ
れ
て
お
り
、
観
光
開
発

を
契
機
と
し
、
観
光
資
源
に
対
す
る
評
価
は
民
族
的
自

尊
心
の
高
揚
に
直
結
す
る
と
解
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
ル
ソ
ン
島
北
端
に
位
置
す
る
イ
ロ
コ
ス
地
方
は
四
州

か
ら
な
り
、
こ
の
地
方
へ
の
外
国
人
観
光
客
数
は
四
・

四
万
人
と
全
国
第
七
位
で
、
こ
の
数
は
近
年
持
続
的
に

増
大
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
台
湾
人
は
一
・
八
万
人
と

台
湾
人
の
地
方
別
訪
問
先
で
は
最
大
と
な
る
。
イ
ロ
コ

ス
地
方
は
台
湾
人
の
絶
大
な
人
気
観
光
地
な
の
で
あ

る
。
こ
れ
に
中
国
人
〇
・
六
万
人
が
続
い
て
い
る
。

　
イ
ロ
コ
ス
地
方
の
外
国
人
観
光
客
数
で
は
、
四
州
の

う
ち
イ
ロ
コ
ス
・
ノ
ル
テ
州
が
最
多
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
北
部
ル
ソ
ン
で
唯
一
の
国
際
空
港
の
あ
る
州
都
ラ
オ

ア
グ
市
を
経
由
し
て
他
州
に
向
か
う
か
ら
で
あ
る
。
国

際
便
は
い
ず
れ
も
直
行
便
で
、
現
在
ラ
オ
ア
グ
と
台
湾

の
高
雄
と
は
一
社
で
週
三
便
、
香
港
と
は
二
社
で
計
週

六
便
、
広
州
と
は
一
社
で
週
二
便
が
運
航
し
て
い
る
。

ま
た
、
国
内
便
は
二
社
が
計
六
便
を
運
航
し
て
い
る
。

　
北
部
ル
ソ
ン
の
辺
境
に
か
く
も
国
際
便
が
多
い
の

は
、
第
一
に
、
ル
ソ
ン
島
北
部
に
位
置
す
る
イ
ロ
コ
ス

地
方
は
労
働
力
移
動
な
ど
台
湾
南
部
、
広
州
、
香
港
と

(図)　　イロコス地方配置図
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(筆者作成)
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今
日
の
ビ
ガ
ン
は
町
中
が
活
況
を
呈
し
て
い
る
。
こ

の
背
景
に
は
、
前
述
の
と
お
り
ユ
ネ
ス
コ
に
登
録
し
た

世
界
遺
産
の
保
存
、
修
復
が
あ
る
。
こ
れ
ら
教
会
施
設

　
世
界
遺
産
登
録
で
古
都
ビ
ガ
ン
に
脚
光

　
現
在
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
と
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら

は
五
件
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。
自
然
遺
産
は
国
立
公
園

な
ど
二
件
が
あ
る
。
文
化
遺
産
は
三
件
で
一
九
九
三
年

登
録
の
バ
ロ
ッ
ク
様
式
教
会
群
、
九
五
年
登
録
の
「
世

界
の
八
不
思
議
」
と
し
て
有
名
な
コ
ル
デ
ィ
リ
ェ
ラ
棚

田
群
、
お
よ
び
九
九
年
登
録
の
古
都
ビ
ガ
ン
が
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
バ
ロ
ッ
ク
様
式
教
会
群
に
は
、
イ
ロ
コ

ス
・
ノ
ル
テ
州
パ
オ
ア
イ
の
サ
ン
ア
ウ
ガ
ス
テ
ィ
ノ
教

会
、
イ
ロ
コ
ス
・
ス
ー
ル
州
サ
ン
タ
マ
リ
ア
の
ア
ス
ン

　
　
ビ
ガ
ン
観
光
資
源
と
地
域
開
発

の
人
的
往
来
が
増
大
し
、
こ
れ
が
恒
常
的
な
台
湾
な
ど

か
ら
の
観
光
客
数
維
持
に
結
び
つ
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
し
て
こ
れ
を
可
能
と
す
る
背
景
と
し
て
、
地
元

産
業
へ
の
投
資
の
流
入
が
あ
っ
た
。
近
年
ラ
オ
ア
グ
、

ビ
ガ
ン
に
は
ホ
テ
ル
の
新
増
築
が
盛
ん
で
あ
る
。

シ
ョ
ン
教
会
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
イ
ロ
コ
ス
地

方
は
文
化
遺
産
が
集
積
し
て
お
り
、
そ
の
中
心
に
古
都

ビ
ガ
ン
が
君
臨
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
地
図
参
照
）。

　
イ
ロ
コ
ス
・
ス
ー
ル
州
の
州
都
で
あ
る
ビ
ガ
ン
に
は

二
つ
の
歴
史
的
特
徴
が
あ
る
。
第
一
に
古
都
ビ
ガ
ン
で

は
唯
一
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
い
て
三
〇
〇
年
に
わ
た
り
歴

史
的
景
観
が
保
存
さ
れ
た
と
の
点
で
あ
る
。
ビ
ガ
ン
は

一
六
世
紀
後
半
に
ス
ペ
イ
ン
植
民
地
統
治
下
で
建
造
さ

れ
た
都
市
と
し
て
、
ル
ソ
ン
島
北
部
に
お
け
る
交
易
の

機
能
を
備
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
一
九
世
紀

半
ば
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
産
砂
糖
が
国
際
商
品
と
な
る
こ
と

で
、
同
様
に
植
民
地
支
配
下
に
あ
っ
た
マ
ニ
ラ
、
セ

ブ
、
レ
ガ
ス
ピ
、
イ
ロ
イ
ロ
な
ど
が
開
港
さ
れ
、
そ
の

後
今
日
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
拡
大
を
遂
げ
て
き
た
。
一

方
、
貿
易
港
と
し
て
の
優
位
性
を
失
っ
た
ビ
ガ
ン
は
取

り
残
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
町
並
み
が
当
時
の
ま
ま
保
存

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
（
写
真
）
。

　
第
二
に
、
民
族
主
義
的
歴
史
認
識
の
形
成
で
あ
る
。

ス
ペ
イ
ン
は
植
民
地
支
配
に
「
聖
書
と
剣
」
を
用
い
た

が
、
時
代
思
潮
の
変
遷
の
な
か
で
地
元
イ
ロ
カ
ノ
（
イ

ロ
コ
ス
人
）
に
よ
る
反
乱
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
っ

た
。
西
洋
文
明
の
東
洋
的
受
容
に
お
い
て
内
在
す
る
矛

盾
が
増
幅
さ
れ
、
こ
れ
が
一
九
世
紀
末
に
頂
点
に
達
し

た
。
民
族
差
別
的
な
宗
教
政
策
に
抗
議
し
、
ス
ペ
イ
ン

政
府
に
処
刑
さ
れ
た
三
神
父
の
う
ち
の
一
人
ブ
ル
ゴ
ス

神
父
は
ビ
ガ
ン
が
輩
出
し
た
国
民
的
英
雄
で
あ
る
。

お
よ
び
歴
史
的
建
造
物
の
修
復
は
中
央
政
府
、
地
方
政

府
の
公
的
資
金
に
よ
る
も
の
で
な
く
、
ス
ペ
イ
ン
政
府

に
よ
る
技
術
指
導
に
加
え
て
、
地
元
経
済
界
、
宗
教
団

体
に
よ
る
資
金
援
助
が
あ
っ
た
。
町
並
み
保
存
が
観
光

資
源
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ビ
ガ
ン
の
活
況
に

は
陰
の
要
因
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
一
九
八
〇
年
代
ま
で

続
い
た
地
元
政
界
の
政
争
終
息
で
あ
る
。
同
州
の
シ
ン

ソ
ン
知
事
派
と
ク
リ
ソ
ロ
ゴ
派
と
の
武
力
闘
争
は
凄
惨

を
極
め
た
も
の
で
、
観
光
促
進
の
余
裕
は
な
か
っ
た
。

政
治
の
安
定
で
観
光
投
資
が
始
動
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
加
え
て
、
二
〇
〇
一
年
の
ビ
ガ
ン
の
市
昇
格

に
よ
る
内
国
歳
入
割
当
（
地
方
交
付
金
）
の
増
額
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
ビ
ガ
ン
市
経
済
の
活
性
化
を
反
映
し

て
市
税
収
入
、
事
業
収
入
は
増
大
し
、
市
財
政
を
好
転

さ
せ
て
い
る
。
か
く
し
て
二
〇
〇
五
年
度
収
支
書
に
よ

る
と
収
入
が
一
億
六
八
七
二
万
ペ
ソ
、
支
出
が
一
億
二

二
一
二
万
ペ
ソ
で
あ
り
、
こ
の
収
支
差
か
ら
市
補
助

金
、
寄
付
金
を
差
し
引
く
と
純
収
入
は
三
五
三
〇
万
ペ

ソ
の
黒
字
で
あ
る
。
こ
れ
を
資
本
金
に
繰
り
入
れ
る
と

同
年
度
期
末
の
貸
借
対
照
表
に
お
け
る
市
資
本
金
は
二

億
五
八
三
九
万
ペ
ソ
に
も
達
す
る
。
財
政
状
況
の
余
裕

は
、
今
後
は
世
界
遺
産
保
存
に
向
け
た
市
事
業
を
活
発

に
し
、
こ
れ
が
さ
ら
に
内
外
の
観
光
客
を
誘
致
す
る
と

い
う
好
循
環
に
入
っ
た
と
い
え
る
。

　
筆
者
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
ビ
ガ
ン
市
の
メ
ジ
ナ
市

長
は
、
戦
略
的
歴
史
都
市
開
発
の
必
要
性
を
指
摘
し
て

い
た
。
こ
の
た
め
旅
行
者
数
、
宿
泊
数
な
ど
の
基
礎

デ
ー
タ
収
集
、
そ
の
分
析
方
法
な
ど
観
光
促
進
に
直
結

す
る
技
術
指
導
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

古都ビガンの中心　クリソロゴ通り

(筆者撮影)

　
　
　
　
（
の
ざ
わ
か
つ
み
・
国
際
関
係
学
部
教
授
）
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